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面接実施・分析 

調査研究実績 

の概要○○○ 

平成28年3月25日、第6回倫理審査承認後、面接調査を開始した。 

訪問看護ステーション看護師 2名、看取った家族 4名の面接を実施した。 

現在は、分析の途中である。 

学会発表としては、第36回日本看護科学学会（2016/12/10-12）で研究の一部を「祖母の

在宅看取りを成し遂げた事例に関するサポート要因の分析」として示説で発表をおこ

なった。その内容を下記に示す。 

【目的】終末期患者を看取る家族は、看取りに伴う困難や葛藤を解決するための折り合い

をつけている。在宅での看取りは、家族にとって多くの労力と不安があり、それを少しで

も軽減しなければ、在宅での看取りは実現しない。そこで本研究では、患者を在宅で看取

った家族の体験通して看取りのサポート要因について明らかにする。本研究により在宅死

を希望する患者を支援するとともに在宅看取りを行う家族の支援につながる。 

【方法】対象者は、死別後3ヶ月以上を経過している在宅看取りを行った者とした。スノー

ボールサンプリングにより調査依頼を行い、研究の目的、方法、途中中断可能、個人情報

の守秘などを文書と口頭で説明し、文書で同意を得た。データ収集として、「在宅ケアの

きっかけ」「家で看取ることができた理由」「看取りで大変だったこととその支え」など

で構成されたインタビューガイドに沿って、半構造化面接を実施し、逐語録を作成しデー

タとした。分析は、Krippendorffの内容分析の手法を用いてコード化、カテゴリー化を質的

帰納的に行った。なお、本研究は岡山県立大学倫理委員会での承認を得て行った。 

次頁に続く 



 

調査研究実績 

の概要 

○【結果】対象者は、肺炎で亡く

なられた祖母（102歳）を介護した

孫娘である女性（40歳代）。両親

は死別し介護者の夫（40歳代）と

子ども（0歳）の4人が同居家族で

あった。在宅介護期間は4ヶ月。看

取りのサポートは、27サブカテゴ

リーであり≪最期の在り方を身内

で確認・相談≫≪募る不安への対

処≫≪医療行為の指示を受け実施

≫≪時期に合わせた公的資源の活

用≫≪寿命にかかわるリスクを排

除≫≪祖母への愛情と覚悟≫≪副

介護者や家族の協力≫≪専門家や

看取り経験のある人の存在≫の8カ

テゴリーが導き出された。 

【考察】在宅での看取りのサポー

トは、主介護者である孫娘の≪祖

母への愛情と覚悟≫を基盤に、祖

母の希望を守る≪最期の在り方を

身内で確認・相談≫しあえる≪副

介護者や家族の協力≫があった。

これらは、人的要因とその良好な

関係構築の必要性を示唆してい

る。また、徐々に弱っていく祖母

に対して感じる不安は覚悟を鈍ら

せるが、≪募る不安への対処≫と

して信頼する、かかりつけ医の迅速な対応は不安や葛藤を軽減する要因となっている。そ

して≪医療行為の指示を受け実施≫し、≪寿命にかかわるリスクを排除≫することで、急

変のリスクを低下させると考える。≪時期に合わせた公的資源の活用≫は、介護負担を軽

減し、≪専門家や看取り経験のある人の存在≫といった祖母の生活していたコミュニティ

において近所との密な関係もサポートになったと考える。 

【結論】在宅看取りのサポートは、介護者を見守る副介護者、ヘルスケアの専門家、コミ

ュニティといった人的要因との関係構築と身体侵襲へのリスクを排除する技術教育と共に

公的資源の効果的な活用方法の調整の必要性が示唆された。 

 

○さらに関連研究として「Student Understanding of Support for Persons Choosing Home 

–Based End-of –Life Care」International Society of Nursing Cancer Care 2016 において示

説で発表を実施した。 

 

現在分析中のデータについては、今後 第37回日本看護科学学会（2017/12）で発表

予定である。 
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